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Ⅰ  工業簿記〜工業簿記とは何か 

１．はじめに 

 日商簿記検定２級試験では、商業簿記の他に工業簿記が出題されます。 
工業簿記でも、商業簿記同様に「簿記」という名前が入っていることから、「複式簿記」

の技術を使い会計帳簿に記録をしていき、報告書を作成する点では同じです。 
 ただ、工業簿記において、取り引きの対象となるのは主に工場における製造活動とい

うことになります。今回から、この工業簿記についての基礎知識を学習していきます。 

２．工業簿記とは  

 これから学習する工業簿記とは、メーカーのような製造業の企業に適用される簿記です。 
製造業では、原材料を仕入れ、それを生産設備を利用して加工し、製品に仕上げた後、そ

の製品を販売します。このため、商業簿記で学習した商品売買業とは異なり、製品の原価

を計算し、記録し報告する必要があり、この点で商業簿記と異なります。 
 
   【原材料の仕入れ】  【製造活動】  【製品の販売】 

 
 
      
    ①製造活動でかかった製品原価を計算する必要 

    ②製品原価の計算と販売により利益計算を帳簿に記録し、報告する必要 
 
 ただ、工業簿記だからとって、いままで学習した商業簿記とは全く異なる記帳技術が登

場するわけではなく、商業簿記と同じ「複式簿記」による記帳技術を使い、主要簿（仕訳

帳と総勘定元帳）と補助簿（材料元帳など）に記帳し、そこから財務諸表を作成する点で

同じです。ただし、製造業の場合、利益計算のために製造原価を計算する必要があり、そ

のための「原価計算」と、原価計算の報告書である「製造原価報告書」が作成される点で

商業簿記とは異なります。 
 
 
 
 
 
 
 

３．日商簿記検定２級試 験の工業簿記

 

購買部 工 場 顧 客 

会計帳簿への記帳 財務諸表の作成 

（主要簿） 
仕訳帳→総勘定元帳 

 
（補助簿） 
材料元帳など 

 

貸借対照表 

損益計算書 

製造原価報告書 

キャッシュ・フロー計算書 

製造業 
（工場） 
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で問われる内容 

 製造業では、原材料の仕入れと加工等の製造活動により製品を生産し、それを販売す

ることで利益を得ることから、正確な利益計算のためには正確な「原価計算」が必要と

なります。また、製造業も商品売買業と同じく、損益計算書や貸借対照表などの財務諸

表を作成する必要があり、この点で「複式簿記による帳簿記録」が必要となります。 
 このことから、工業簿記と原価計算の関係は、製造活動により発生した原価を計算す

る技術が「原価計算」であり、その計算結果を記録する技術が「工業簿記」という関係

にあります。 
 
  【原材料の仕入れ】   【製造活動】   【製品の販売】 

 
 
                      
        製造活動により発生した原価 

 
      【原価を計算する技術】 【計算結果を記帳する技術】 

 
 
 
 そして、このように、工業簿記と原価計算は密接な関係にあることから、日商簿記検

定試験では、下記の２つが問われます。 

工業簿記で問われる内容 
⑴製品原価の計算（原価計算） 
⑵仕訳や勘定記入（帳簿記入） 

４．ラーメンの原価を計算・記録してみる（工業簿記と原価計算の関係） 

 工業簿記や原価計算と聞くと、難しく考えがちですが、ラーメン屋さんも、お弁当屋

さんもみんな、儲けを計算するために原価を計算しています。このため、工業簿記の学

習ポイントは、「日常のもので考える」「当たり前に考える」ということが挙げられます。 
 では、これらのことを理解するために、ラーメンの原価を計算する例で確認してみた

いと思います。 
 
 【計算例】 
  元手 300 円で、屋台を借りて、とんこつラーメンと味噌ラーメンを１杯ずつ作り、販 
 売するとする。２杯のラーメンを作った時点で、下記のような領収書が手元にあったと 
 する。この場合のとんこつラーメンと味噌ラーメンのそれぞれの原価を計算しなさい。 
     

 

購買部 工 場 顧 客 

原価計算 工業簿記 

製品の販売取引に 
関しても当然ながら 
記帳する。 
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３ 製造原価の分類（P6）

形
態
別
分
類

製品との関連における分類
製造直接費 具体例 製造間接費 具体例

材料費140 直接材料費80 鉄・⽊材など 間接材料費60 接着剤など

労務費100 直接労務費50 直接⼯賃⾦ 間接労務費50 事務部⾨の給与

経費380 直接経費80 外注費 間接経費300 機械減価償却費
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勘定連絡図（P12）
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個別原価と総合原価計算（P8）４
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 【製造原価報告書】     【損益計算書】      【貸借対照表】 
材料費 200円  売上高  500円  資産の部 純資産の部 
労務費 0円  売上原価  300円   現金 500 円 資本金300円 
経 費 100円  売上総利益 200円     利益剰余金200円 
当期総製造費用 300円       

当期製品製造原価 300円        

 以上のように、工業簿記の問題では、製品原価（この場合はラーメンの原価）とその

会計帳簿への記帳（勘定記入）の２つが問われますので、この２つの視点で学習するよ

うにしてください。 
 

Ⅱ  工業簿記〜個別原価計算 

１．原価計算の方法と種類 

 経営における製品の生産形態が異なれば、その生産形態に応じた製品原価の計算が行わ

れます。原価計算の製品別計算の種類には、その生産形態に応じて、大きく①個別原価計

算と②総合原価計算の２つに分けられます。 

 
 
 
 
 

特徴 形態 個別原価計算 総合原価計算 

生 産 形 態 個別受注生産 市場見込生産 

計 算 対 象 
特定生産品 

－job（個別製品）－ 

一定期間の生産品 

－Process全体－ 

計 算 の 特 徴 直接費の直課と、間接費の配賦 完成品と仕掛品への配分計算 

適 用 業 種 造船業、建設業、機械製造業 食品産業、加工組立型産業等 

２．個別原価計算とは 

  個別原価計算とは種類、型式、品質、規格、仕様の異なる製品を受注し、注文別（個 
 別的）に生産する形態に適用される原価計算であり、造船業などの個別受注の生産形態 
 に適用される原価計算の手法です。個別原価計算では、個別の注文を受け、顧客の依頼 
 に基づく製品を製造することから、注文ごとに仕様の異なる製品を製造することになり 
 ます。このため、顧客の注文時応じて、製造指図書（特定製造指図書）が個別に発行さ 
 れ、それに基づいて原価計算表（指図書ごとの原価を集計する一覧表）が作成されます。 

製品別計

算 

 個別原 価

計算 

総合原価計

算 

→個別受注の生産形態に適用 

→大量生産の生産形態に適用 

原価計算の種類
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個別原価計算の考え⽅を理解しよう（P8）

 6 

３．個別原価計算の計算方法 

  個別原価計算では、顧客の注文に応じて製品を生産するため、受注ごとに異なる製品 
 が生産されることになます。このため、どの製品にいくら消費したのかを跡付けること 
 のできる直接費は「直課」し、各製品に共通して消費された間接費は「配賦」をするこ 
 とで原価を計算します。では、この計算の考え方を下記の計算例で確認しましょう。 
  【計算例】 
  造船業を営む当社は、顧客から豪華客船とタンカー製造の受注を受けた。 
 当該２隻の船を製造するためにかかった費用は以下のとおりであった。 
 （製造に関して発生した費用）なお、すべて完成しているものとする。 

  １．材料代（鉄鋼材）＝材料費 

   ⑴材料代の単価：１万円／トン 
   ⑵総消費数量 100 トン（内訳：豪華客船 40 トン、タンカー60 トン） 
   ⑶材料費：１万円／トン×100 トン＝100万円 
  ２．工員の賃金＝労務費 

   ⑴賃率：1,000 円／時間 
   ⑵総作業時間 3,000 時間（内訳：豪華客船 1,200 時間、タンカー1,800 時間）   
   ⑶労務費：1,000 円／時間×3,000 時間＝300万円       
  ３．機械設備の減価償却費＝経費 

   ⑴経費：減価償却費 100万円（２隻の船に共通して発生している） 
   ⑵工員の作業時間と関連しているため、上記２の作業時間の割合で配賦する。 
 
 本問の工場は、船の建造の受注を受けて、異なる船を製造する個別受注の生産形態と

なっています。このような生産形態の場合は、「個別原価計算」の方法により製造原価を

計算します。まず、本問の製造原価の発生額は 500万円です。この費用をかけて２隻の

船を製造したのですから、当該 500万円を豪華客船とタンカーに配分することで、それ

ぞれの原価を計算します。 
 

材料費 100万円  豪華客船 
労務費 300万円  
経 費100万円  

タンカー 
製造原価 500万円  

    
 では、原価の配分計算を下記の「原価計算表」でやってみます。 
このとき、個別原価計算では、異なる製品を生産するので、どの製品の製造のために消

費されたのか直接跡付けることのできる原価（これを直接費といいます）は「直課」し、 
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このとき、個別原価計算では、異なる製品を生産するので、どの製品の製造のために消

費されたのか直接跡付けることのできる原価（これを直接費といいます）は「直課」し、 

２隻の船を作るのに
かかった原価

それぞれの船に原価
を配分する

 7 

共通して発生しているため、直接跡付けることのでない原価（これを間接費といいます）

は「配賦」という方法により計算する点を理解してください。 
                      

          原価計算表   （単位：万円） 
（計算の方法） 

 豪華客船 タンカー 合 計 
①直接材料費 40 60 100 直 課 

②直接労務費 120 180 300 直 課 

③製造間接費 40 60 100 配 賦 

合 計 200 300 500  

 ①材料費（消費した分を直課する） 
 豪華客船：１万円／トン×40 トン＝40万円 
 タンカー：１万円／トン×60 トン＝60万円 
 ②労務費（消費した分を直課する） 
 豪華客船：1,000 円／時間／トン×1,200 時間＝120万円 
 タンカー：1,000 円／時間／トン×1,800 時間＝180万円 
 ③経 費（共通して発生しているため、何らか基準により配賦する） 
  上記①②の「直接費」とは異なり、機械設備の減価償却費は、２隻の船の建造におい

て、共通して発生しているため、いくら分が豪華客船の分で、いくら分がタンカーの分

という形では直接跡付けることができません。そこで、何らかを基準に「配賦」という

形で配分計算を行います。本問では、工員の作業時間を基準（これを配賦基準といいま

す）に配賦しています。 
 豪華客船：100万円／トン×1,200 時間÷3,000 時間＝40万円 
 タンカー：100万円／トン×1,800 時間÷3,000 時間＝60万円 
 
 以上の計算より、豪華客船の製造原価は 200万円、タンカーの製造原価は 300万円と計

算することができました。 

４．記帳方法 

 上記３．では、個別原価計算の計算方法について確認しました。次に、その計算結果を

会計帳簿に記帳しなければいけません。ここでは、上記３の計算例における会計帳簿への

記帳を確認します。  

【仕訳帳】 

 ⑴材料費・労務費・経費の支払い 

（借） 材 料 100 （貸） 現 金 100 
（借） 賃 金 300 （貸） 現 金 300 
（借） 経 費 100 （貸） 減価償却累計額  100 

A .計算表を使って原価を配分
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B .簿記を使って原価計算を帳簿に記録する
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 ⑶直接費の集計（直課） 

  材料費・労務費・経費を「仕掛品勘定」に集計し、製造原価を計算します。 
 この勘定は「工場を表す勘定」だと理解しておくとよいでしょう。 
  上記３つの費目のうち、直接材料費・直接労務費・直接経費は各製品に直課するた 
 め、仕掛品勘定へと振り替える処理を行います。 

（借） 仕 掛 品 400 （貸） 材 料 100 
   （貸） 賃 金 300 

 ⑷間接費の製造間接費勘定への振り替え 

  本問では、経費（減価償却費）については間接経費となっています。 
 このような間接費（間接材料費・間接労務費・間接経費）は、配賦基準をもとに各製 
 品へ配賦されるため、いったん「製造間接費勘定」を設け、そこに金額を集計します。 

（借） 製造間接費  100 （貸） 経 費 100 
 ⑸製造間接費勘定の仕掛品勘定への振り替え（配賦） 
 「製造間接費勘定」に集計された間接費は、配賦基準（本問では工員の作業時間）を 
 もとに、各製品へ配賦されます。よって、間接費は、「製造間接費勘定」を経由して、 
 仕掛品勘定へと振り替える処理を行います。 

（借） 仕 掛 品 100 （貸） 製造間接費  100 
 ⑹完成品原価の製品勘定への振り替え 
 仕掛品勘定で計算された完成品原価は、「製品勘定」へと振り替える処理を行います。 

（借） 製 品 100 （貸） 仕 掛 品 500 

  以上、上記の仕訳を総勘定元帳に転記します。各勘定における金額の流れを示すと下  

 記のようになります。 

材  料  仕掛品（製造原価報告書）  製品（損益計算書） 

購入100 直接費100  直接材料費100 当期製品製造原価  完成品 売上原価 

   直接労務費300 500  500  

賃  金  製造間接費100     

支払300 直接費300       

   製造間接費    

経  費  間接経費100 配賦額100    

発生100 間接費100       

        

 このような、勘定上（帳簿上）における原価の流れ図のことを「勘定連絡図」といい、 

この「勘定連絡図」における原価の流れをしっかりと頭に入れることが工業簿記をマスタ

ーするための最大のコツといえます。 

直課 

配賦 この勘定連絡図を 

使って、直接費と間接費

の流れの違いをしっか

りと頭に入れましょう。 
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 ⑶直接費の集計（直課） 

  材料費・労務費・経費を「仕掛品勘定」に集計し、製造原価を計算します。 
 この勘定は「工場を表す勘定」だと理解しておくとよいでしょう。 
  上記３つの費目のうち、直接材料費・直接労務費・直接経費は各製品に直課するた 
 め、仕掛品勘定へと振り替える処理を行います。 

（借） 仕 掛 品 400 （貸） 材 料 100 
   （貸） 賃 金 300 

 ⑷間接費の製造間接費勘定への振り替え 

  本問では、経費（減価償却費）については間接経費となっています。 
 このような間接費（間接材料費・間接労務費・間接経費）は、配賦基準をもとに各製 
 品へ配賦されるため、いったん「製造間接費勘定」を設け、そこに金額を集計します。 

（借） 製造間接費  100 （貸） 経 費 100 
 ⑸製造間接費勘定の仕掛品勘定への振り替え（配賦） 
 「製造間接費勘定」に集計された間接費は、配賦基準（本問では工員の作業時間）を 
 もとに、各製品へ配賦されます。よって、間接費は、「製造間接費勘定」を経由して、 
 仕掛品勘定へと振り替える処理を行います。 

（借） 仕 掛 品 100 （貸） 製造間接費  100 
 ⑹完成品原価の製品勘定への振り替え 
 仕掛品勘定で計算された完成品原価は、「製品勘定」へと振り替える処理を行います。 

（借） 製 品 100 （貸） 仕 掛 品 500 

  以上、上記の仕訳を総勘定元帳に転記します。各勘定における金額の流れを示すと下  

 記のようになります。 

材  料  仕掛品（製造原価報告書）  製品（損益計算書） 

購入100 直接費100  直接材料費100 当期製品製造原価  完成品 売上原価 

   直接労務費300 500  500  

賃  金  製造間接費100     

支払300 直接費300       

   製造間接費    

経  費  間接経費100 配賦額100    

発生100 間接費100       

        

 このような、勘定上（帳簿上）における原価の流れ図のことを「勘定連絡図」といい、 

この「勘定連絡図」における原価の流れをしっかりと頭に入れることが工業簿記をマスタ

ーするための最大のコツといえます。 
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配賦 この勘定連絡図を 
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 ⑶直接費の集計（直課） 
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この「勘定連絡図」における原価の流れをしっかりと頭に入れることが工業簿記をマスタ

ーするための最大のコツといえます。 

直課 

配賦 この勘定連絡図を 

使って、直接費と間接費

の流れの違いをしっか

りと頭に入れましょう。 

 8 

 ⑶直接費の集計（直課） 
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  本問では、経費（減価償却費）については間接経費となっています。 
 このような間接費（間接材料費・間接労務費・間接経費）は、配賦基準をもとに各製 
 品へ配賦されるため、いったん「製造間接費勘定」を設け、そこに金額を集計します。 

（借） 製造間接費  100 （貸） 経 費 100 
 ⑸製造間接費勘定の仕掛品勘定への振り替え（配賦） 
 「製造間接費勘定」に集計された間接費は、配賦基準（本問では工員の作業時間）を 
 もとに、各製品へ配賦されます。よって、間接費は、「製造間接費勘定」を経由して、 
 仕掛品勘定へと振り替える処理を行います。 

（借） 仕 掛 品 100 （貸） 製造間接費  100 
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 仕掛品勘定で計算された完成品原価は、「製品勘定」へと振り替える処理を行います。 

（借） 製 品 100 （貸） 仕 掛 品 500 

  以上、上記の仕訳を総勘定元帳に転記します。各勘定における金額の流れを示すと下  

 記のようになります。 

材  料  仕掛品（製造原価報告書）  製品（損益計算書） 

購入100 直接費100  直接材料費100 当期製品製造原価  完成品 売上原価 

   直接労務費300 500  500  

賃  金  製造間接費100     

支払300 直接費300       

   製造間接費    

経  費  間接経費100 配賦額100    

発生100 間接費100       

        

 このような、勘定上（帳簿上）における原価の流れ図のことを「勘定連絡図」といい、 

この「勘定連絡図」における原価の流れをしっかりと頭に入れることが工業簿記をマスタ

ーするための最大のコツといえます。 

直課 

配賦 この勘定連絡図を 

使って、直接費と間接費

の流れの違いをしっか

りと頭に入れましょう。 
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【総勘定元帳】勘定連絡図（P12）

※下記仕訳帳の⾦額を「勘定連絡図」
に転記してみてください。

※
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総合原価計算の考え⽅を理解しよう（P10）

 13 

 必要はなく、生産期間で発生した原価を、当該期間で生産された数量で割ることで１個 
 あたりの原価が計算されます。この点について下記の計算例で確認します。 
 【計算例】 
  食品業を営む当社は、食パンの大量生産を行なっている。今月において 1,000枚のパ 
 ンを生産したが、その製造にかかった費用は以下のとおりであった。 
   【製造に関して発生した費用】 

  １．材料代（小麦粉） 

   ⑴材料代の単価：100 円／㎏ 
   ⑵総消費数量 10㎏ 
   ⑶材料費：100 円／㎏×100㎏＝10,000 円 
  ２．工員の賃金 

   ⑴賃率：1,000 円／時間 
   ⑵総作業時間 40 時間   
   ⑶労務費：1,000 円／時間×40 時間＝40,000 円       
  ３．機械設備の減価償却費 

    経費：減価償却費 50,000 円  
  本問における製造原価の発生額は 10万円（上記、材料費・労務費・経費の合計）で 
 す。よって、食パンの製造原価は 10万円となります。 
 

材料費１万円  
労務費４万円  
経 費５万円  
製造原価 10万円  

  では、食パン１枚あたりの製造原価を計算する場合、どうすれば良いのでしょうか？ 
 個別原価計算のように、１枚１枚の食パンに 10万円の原価を配分計算すべきでしょう

か？その計算は意味がないですね。なぜなら、すべて同じ食パンですから１枚１枚を計

算する意味はないからです。このように、同じ製品を大量生産する場合、本問の食パン

であれば、製造原価 10万円を期間生産量 1,000枚で割ることで、１枚あたりの原価 100
円と計算することができます。なお、そうだとすると総合原価計算は特に計算方法に論

点がないように思われるかもしれませんが、総合原価計算の論点は、仕掛かり中（製造

途中）の製品と完成品の原価を計算する点にあります。 
 例えば、上記の計算例で、完成品になったものが 800枚、仕掛かり中（製造途中のも

のでこれを仕掛品という）のものが 200枚あり、このときに工場内で発生した製造原価

が 10 万円だとしましょう。この場合、完成品の原価と仕掛品の原価を計算するために、

当該 10万円の配分計算が必要となります。 

食 パ ン

1,000枚 
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食 パ ン

1,000枚 
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ように計算すればいいのか？
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材料費１万円  
労務費４万円  
経 費５万円  

製造原価 10 万円  

 
 仮に、製造原価 10万円のうち８万円が完成品の原価として配分され、２万円が仕掛品

の原価として配分された場合、完成品の食パン 800枚がすべて販売されたとすると、８

万円の製造原価は損益計算書に売上原価として費用計上され、仕掛品の食パン 200枚分

の製造原価２万円は貸借対照表に資産（仕掛品）として計上されることになります。  
  
例 題２：総合原価計算 

 次の資料により、先入先出法（修正）による月末仕掛品原価、完成品総合原価を 

計算しなさい。 

（資 料） 
１．生産データ   ２．原価データ  
月初仕掛品 500kg （0.2） 月初仕掛品原価  
当月投入 2,500   直接材料費 26,000 円 
合  計 3,000kg   加 工 費 1,600 
月末仕掛品 1,000 （0.5） 当月製造費用  
差引：完成品 2,000kg   直接材料費 124,000 円 

    加 工 費 36,000 
(注) 直接材料は工程の始点で投入されている。（ ）内は加工進捗度を示す。 

【解 答】 
  月末仕掛品原価（ 57,100 ） 円 完成品原価（ 130,500 ）円 

      材 料 費（数量）  （計算方法） 
26,000円 月初  500 kg 完成  500 kg 26,000円 月末仕掛品原価 
124,000円 当月 2,500 kg 完成 1,500 kg 74,400円 124,000円 

×1,000 kg＝49,600円 
  月末 1,000 kg 49,600円 2,500㎏ 
 加 工 費（加工換算量）  月末仕掛品原価 
1,600円 月初  100 kg 完成  500 kg 1,600円 36,000円 

×1,500 kg＝7,500円 
36,000円 当月 2,400 kg 完成 1,500 kg 28,500円 2,400 kg※ 
  月末  500 kg 7,500円  ※貸借差額で算定 

 加工換算量：月初仕掛品 500 kg×0.２＝100 kg月末仕掛品 1,000kg×0.5＝500 kg 
 完成品原価：直接材料費 100,400 円＋加工費 30,100 円＝130,500 円 

完成品の 
食パン 800枚 

仕掛品（製造途中） 
の食パン 200枚 

パン1,000枚を作るのに
かかった原価 ８万円

２万円



【基本例題０２】の問題の「仕訳帳への仕訳」と「総勘定元帳」へ
の転記をやってみてください。（P14）→「帳簿記⼊」の話し
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